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寄生蠕虫症のぱあい，ヒトおよび動物の罹患例を含め

て，末梢血中の好酸球増多が特徴であるといわれてい

る．ヒトのバンクロクト糸状虫症の血液像については，

有里（1954）は，135例の患者の血液像をしらべ，好酸

球増多が仔虫陽性者に認められることを報告している．

津崎（1957）はパンクロフト糸状虫症患者の血中好酸球

は，有症者と無症者とを問わず，その半数以上において

増加していると報告している．著者が本実験で材料とし

た，イヌ糸状虫症についてはこれに罹患したイヌの血液

像についての業績は意外に少ない．

石原（1953）によると感染したイヌでは，好酸球増多

がみられるといわれているが，その論文でも他の寄生虫

の罹患の有無はのべられていない．以上のべたような，

本来の宿主に対する糸状虫寄生の場合とは別にBeaver

(1956）の提唱した幼線虫移行症の中にも，糸状虫感染

の場合かあると考えられている．その１つにeosino‐

philiclung又はtropicaleosinophiliaがある．Ｗｅｂｂ

ｃｒａＪ.,(1960)によると，これらの患者は高度の好酸球増

多を伴ないしかもイヌ糸状虫抗原での補体結合反応も

陽性であり，ジェチルカルバマジンの投与で血中好酸球

も，著明な低下をみると述べており，動物糸状虫症

zoonoticiilariasisとみるべきではないかと考えられて

いる。最近のBeaver（1970）の綜説によると，ヒト糸

状虫の短期間の感染もその原因とされている．

一般にヒトでの好酸球増多の生物学的意義については

不明な点が多く，寄生蠕虫症の場合とか，アレルギー性

疾患に特異的におこるとされている．Ｌｉｔｔ（1964）は，

好酸球が抗原抗体結合物のみを特異的に摂取するという

説をのべているが，Hirsh（1965）は異種蛋白に対する

好酸球の喰作用を重視している。

この他にVaughan（1954）や小林（1968）は，寄生

虫抽出液中のpeptide分画にも，好酸球誘出能のある

ことを報告している．著者は，以上のような諸研究者の

報告からみて，好酸球増多の原因を異種蛋白およびその

分解物に対する喰作用という考え方と，アレルギーの場

での結果，抗原抗体結合物への喰作用という考え方の両

方が共存するのではないかと考えて，イヌ糸状虫を材料

として，好酸球増多の成因について若干の解明を試みた

のでここに報告する．

材料および方法

Ｌイヌ糸状虫乾燥末の作製法

野犬の心臓から採取したイヌ糸状虫ＤＺ７ｑﾉﾌﾞﾙｧ/αｺﾞﾉﾙ

ﾉ"ｉｒｉｓを材料とし，あらかじめ成虫を充分滅菌生理的食

塩水で洗Wi紫，磨砕し，これに同量のアセトンを加えて攪

伴し，4,500rpm１０分間遠心沈澱して，その上清部が無

色透明になるまでこれをくりかえした．

得られた沈法を更にエーテルで洗鵬し乾燥した．これ

をイヌ糸状虫乾燥末とした．（以下乾燥末と略す)．

ヤマトゴキブリルー”Zα"eraノ`Ｗ"ｉｃａアニサキス

A"/sα肋ｓＰ成虫のアセトン乾燥末の製法もこの方法に

準じた．

２．実験動物

実験動物は体重3009～4009のハートレー系雄のモル

モットを用い，固形飼料で飼育した．

３．生理的食塩水柚体液の調製

アセトン乾燥末1.0ｇにつき，２０ｍｌの割合で滅菌した

燐酸緩衡食塩水（純水１Ｚにつき689のＮａＣｌ，Ｌ４３ｇ

のNa2HPO4・７Ｈ２と0.439のＫＨ２ＰＯ４，ｐＨ7.2）を

加え乳磨砕器で磨砕したのち，１２，０００rpm３０分冷凍遠心

沈澱した．その上情をミリポァフィルターでこし，無菌

化したものをstocksolutionとした．また蛋白濃度は

280ｍ/‘吸光度法で測定し，抗原の稀釈には燐酸緩緩食

塩水を滅菌して用いた．実験に用いた抗原液は，８．９

(７６）
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mgP/ｍｌを基準とした。これを以下抽出液という．

４感作方法

ａ）心臓内に直接穿刺による場合は，8.9ｍｇP/ｍｌの

抽出液１ｍlを注射した．腹腔内注射にはモルモットの

下腹部に抽出液１ｍｌを注射した。皮下注射の場合には

背側または腹壁を選びそれぞ柚体液0.1ｍlを注射した．

ｂ）人工血管による腹腔内感作法は，前述のアセトン

乾燥末をさらに処理して細末とし，200メッシュ以下の

粉末としたこの70ｍｇを0.5ｃｍ径のテフロン製人工

血管に封入した。その方法は各々，2.5ｃｍに切断した

ものの一端をナイロン糸で結紮し，管の中へ乾燥末を入

れたのち，他端も同様な方法で結紮した．これをオート

クレーブで120°Ｃ１５分間滅菌し，モルモットをエーテ

ル麻酔したのち，無菌的に開腹して腹腔内に挿入縫合し

た。

ｃ）成虫片埋没の方法

無菌的にとり出した成虫を滅菌生理的食塩水で充分洗

鵬して，一匹の成虫の虫体の体中央部を５ｍｍの長さに

切つたもの３片ずつを，１群のモルモットには腹腔内

に，また他の群には背側皮下に，無菌的に切開埋没縫合

した．

５．末梢血白血球および好酸球の算定法

白血球の算定はモルモットの耳静脈から採血し，メラ

ンヂュールにとり，型の如く処理して，ピルケルチュル

ク計算板で１ｍｍ３当りの白血球を算定した．好酸球の

算定は前者と同じく採血し，普通塗抹標本を型の如く作

製し，ギームザ染色で染色を行い，全白血球中の好酸球

の百分率を求めた．

６．アレルギー剤および抗アレルギー剤

ヒスタミン（半井化学薬品ＫＫ.）0.5ｍｇ/k９，アセチ

ールコリン(第一製薬ＫＫ）0.1ｍｇ/kg，セロトニン(半

井化学薬品ＫＫ）0.57/kg､抗アレルギー剤としては，

ホモクロミン(エーザイＫＫ）１ｍ１，水溶性プレドニン

（塩之義製薬ＫＫ）0.4ｍｇ/kg，ネオレスタミン「コー

ワ」（興和化学ＫＫ）0.3ｍl/kｇを用いた．
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実験成績

１．イヌ系状虫の細片を腹腔内および皮下に埋没する

方法で感作した場合の末梢血好酸球の変動

４匹のモルモットを用いイヌ糸状虫の成虫の紙片を無

菌的処理の下に，その２匹には腹腔内に，他の二匹に

は腹部皮下に埋没して，末梢血の好酸球の動態をしらべ

た．いずれの場合にも５日後までは，好酸球が１～２％

に止っていた．腹腔内埋没の場合には６日後に２匹とも

死亡したが，その好酸球も前者･と同様であった．

(７７）
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ｔｉｏｎｏｆｌｍｌ（30ｍｇ、Ｐ./ｍ]）ｏｆｓａｌｉｎｅ
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２）腹部皮下注射

３匹のモルモットの腹部皮下に柚体液0.02ｍｌを隔日

に注射して，２４日間にわたり，好酸球の変動をしらべ

た．その結果はＦｉｇ．３に示すように初め２～７日間は

１％，８～10日迄は２９６，１２日～14日迄は１％，１６日後

２％の好酸球の出現をみ，１８日～24日後は196の好酸球

を示した．

３）心臓内注射

抽出液１ｍｌをそれぞれ２匹のモルモットの心臓内に

注射し，経時的に好酸球の変動をしらべた．この結果は

Ｆｉｇ．４に示すように，５時間後から増多傾向を示した

が，９時間目でも最高396であった。その後経時的に減

少して，３６時間後に０％となった．アニサキス，ヤマト

ゴキブリ柚体液に比較してイヌ糸状虫抽出液は，好酸球

誘出能が乏しいので，カーポワックスで濃縮して３０

ｍｇP/ｍｌとしその作用をしらべた．その１ｍｌをそれぞ

れ５匹のモルモットの心臓内に注射して，末梢血好酸球

の変動をしらべた．その結果Ｆｉｇ．５に示すように，１

時間から上昇し始めて２時間で最高796を示し，その後

９時間目には減少して１％となり，その後再び増多傾向

を示し，１５時間後に496となりその後急速に減少して殆

んど０％となった．

４）腹腔内注射

１２匹のモルモットを３匹づ々４群に分け，その第１群

は柚体液１ｍｌを腹腔内に１回注射して，１週間の好酸

球の変動をしらべた．次に第２群は隔日に１ｍｌづつ３

回注射した．第３群は最初，隔日１ｍｌづつ３回注射し

て，次の１週間を休み，次に腹腔内に１ｍｌづつ３回注

射して，好酸球の変動をしらべた．第４群は抽出液１

０
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2．イヌ糸状虫抽出液感作Iこよる未ﾈ肖血好酸球の変

動．

１）腹腔注射

３匹のモルモットを使用し，抽出液１ｍｌを腹腔内に

隔日に注射したときの好酸球の変動は，Ｆｉｇ．２のよう

である．即ち24日間の観察期間中，２～６日間迄は１

％，８～10日迄は２％，１０日～12日迄は１％を示し16日

目には２％を示して２４日目に好酸球は殆んど０％とな

った．

（７８）
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ｍｌを隔日３回注射して，また１週間休んだ。そしてそ

の次にまた隔日に１ｍｌずつ３回注射を行なった。その

結果はＦｉｇ．６に示すように，第１群は３～４日で最高⑰５
＝

3.596を示し，１週間で０％となった。第２群では４～５９
：

日目で約２％を示し，その後１週間で０％となった。第⑩
Ｃ
Ｑ）

３群は３日目２％，４日目４％，６日目4.5％となり，１－
･

週間目で０％となった．休止期間中はほぼ１％であった旨
ｑ）

がその後の再注射で初回注射から15日目には２．５％を示 目
ｑ）

し，２０日目で496を示した．その後注射を続けても21日 ‐０

３４
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目には０％となった．第４群では初回隔日注射のときは ↑（days）
1.5％を示し，第２週の休止期間は１％であり，第３週Ｆｉｇ７、Eosinophilsinperipheralbloodof
目の注射期間中は2.5％を示し，第４週の休止期間中はｇｕｉｎｅａｐｉｇｓａｆｔｅｒｉｎｓｅｔｏｆ７０ｍｇｏｆ

ａｃetonedrypowderpackedinarti‐
１％で，第５週の注射期間中は１％の好酸球の出現に止

ficialbloodvessel
まった．

↑insetofartificialbloodvesse１．

３．イヌ糸状虫乾燥末を人工血管に封入して，腹腔内CcontroL

に挿入する方法で感作した場合の末梢血好酸球の変動 ●－●Eachplotrepresentsmeanvalueon
３cases

３匹のモルモットにイヌ糸状虫のアセトン乾燥末７０

ｍｇを人工血管に封入して，腹腔内に挿入し，末梢血好１）抗アレルギー剤の影響

酸球の変動をしらぺ/と．その結果はＦｉｇ．７に示すよう一般にイヌ糸状虫成虫は，好酸球誘出能が少ない．酸球の変動をしらぺ/と．その結果はＦｉｇ．７に示すよう一般にイヌ糸状虫成虫は，好酸球誘出能か少ない．し

に，若干の好酸球の増多傾向を示し，５日に４％となかし乾燥末を人工血管に封入して腹腔に挿入する方法

り，１１日目に３％を示し，その後20日間にわたり，１～で，好酸球の増多傾向がみられそれが比較的長期持続し

２％の好酸球を示し30日後に殆んど０％となった．たので，この方法を用い抗アレルギー剤の影響をしらべ

４．好酸球増多におよぼす薬剤の影響た．

（７９）
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６）イヌ糸状虫成分で感作したモルモットの血清を正

常モルモットの心臓内に注射すると，３～４時間後と１２

時間後に２峯性の好酸球増多がみられた．

とか血中にイヌ糸状虫体成分を投与するような方法で

は，好酸球増多について異種の物質としての認識が宿主

側に強く作用しないのではないかとも考えられる．この

ことは前述の人体寄生例が大部分肺動脈寄生である点お

よびそのような症例で一般に末梢血に好酸球増多を示さ

ないのと相共通するように思われるが，皮下に成虫の断

片を埋没しても，その末梢血好酸球増多を示さなかった

事は，どう解釈していいか解らない。

以上，イヌ糸状虫成虫体成分を感作材料として末梢血

の好酸球の変動についてしらべたが，いずれも好酸球増

多を惹起する傾向がみられなかった。
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イヌ糸状虫Ｄｉｒｑ/ブル'７α／"z"』///ｓの成虫体成分をモル

モットの心臓内，血中，皮下または腹腔内に注入するこ

とによって，末梢血中にみるべき好酸球増多を示さなか

った。

１）新鮮成虫体の断片を皮下または腹腔内に埋没した

場合モルモットの末梢好酸球は７日後に最高値を示し，

３％であった．抽出液（8.9ｍｇP/ｍｌ）を0.02ｍｌを隔日

に12回皮下注射しても１～２％に止まった，同様に腹腔

内に注射しても同様であった．

２）柚体液を心臓内に１ｍｌ注射すると５時間後から

流血中に好酸球増多がみられ，９時間後には３％とな

り，その後次第に減少して36時間後には殆んで０％とな

った．柚体液の蛋白濃度を30ｍｇP/ｍｌとして１ｍｌ注射

すると30分後から増多傾向を示し，１５時間後に再び４％

となり２峯性を示した．

３）抽出液１ｍｌを腹腔内に１回だけ注射して，１週

間好酸球の変動を観察したが，３～４日後にて２％を示

しその後０％となった．隔日に３回注射したところ５日

後に２％を示し，１週間休止後隔日に注射したところ４

～５％を示した．同様に－週間の休止期間をおいて隔日

注射する方法で，３４日間の観察でも注射時にのみ２～

４％の好酸球がみられた．

４）アセトン乾燥未封入の人工血管を腹腔内に挿入す

ると，５日後４％で11日後で３％，３０日後に０９６とな

った．

５）好酸球増多に対するアレルギー剤，抗アレルギー

剤の影響をしらべたが，感作モルモットにアレルギー剤

を投与すると，一過性の好酸球増多が誘発された．また

抗アレルギー剤による好酸球増多の抑制は著明でなかっ

た．
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j Abstract |

STUDIES ON THE EOSINOPHILOTACTIC ACTIVITY

OF DIROFILARIA 1MMITIS

Masatake SUMI

(Depertment of Parasitology, School of Medici?ie, Gifn University, Japaii)

Guinea pigs were examined for the occurrence of eosinophilia in blood after injection

with saline extract of Dirofilaria inun it is by intradermal, intracardiac or intraperitoneal route,

the animals exhibited only in low level of eosinophilia in peripheral blood. Results obtained

are summerized as follows.

1) When small pieces of the adult worm were embeded under the skin or into the peri

toneal cavity of the animals, eosinophilia occured in the level of 3%. When 0.02 ml (8.9 mg

P/ml) of saline extract injected intracutaneously every other days for 12 times, eosinophilia oc

cured only in level of 1-2%. Similar phenomenon was observed after injection of 1 ml of

saline extract by intraperitoneal route, every other days for 12 times.

2) When 1 ml (8.9 mg P/ml) of saline extract was injected by intracardiac or intraperi

toneal route, eosinophilia exhibited in level of 3% at 9 hours and turned to 0% at 36 hours

after injection. While lml (30 mg P/ml) of concentrated saline extract was injected by intracar

diac route, eosinophilia was observed in level of 6% after 2 hours and 4% after 15 hours.

3) When guinea pigs were injected intraperitoneally with 1 ml (8.9 mg P/ml) of saline

extract every other weeks for 3 times, 2—5% of eosinophilia were observed only in the injection

period.

4) When artificial blood vessel made of Tephlon packed with aceton dry powder wras in

serted into the peritoneal cavity of guinea pigs, eosinophilia were shown 4% at 5 days, 3% at

11 days and 0% at 30 days after treatment.

5) In experiment with anti-allergic agent, an inhibitory tendency of eosinophilia was

slightly recognized. When sensitized guinea pigs were injected with allergic chemical mediator,

transient pronounced eosinophilia was observed.

6) When normal guinea pigs were injected with Direfilaria antigen by intracardiac route,

eosinophilia occured with two peaks, at 3-4 and 12 hours after injection.
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